
令和４年度　主要事業評価シート

　　　

Ｈ 年度 ～ Ｒ 年度

③
事
業
の
実
施
状
況

（
P
・
D

）

Ａ１

健康政策課
健康づくりＧ

①
基
本
事
項

施
策
体
系

22044

-

40歳以上（胃がん・肺がん・大腸がん）
30歳以上女性（乳がん）
20歳以上女性（子宮がん）
50歳以上男性（前立腺がん）
中学3年生（ピロリ菌尿検査）

がん検診推進事業

01：一般会計

事業手法

施策の方向

重点プロジェクト

01：健康づくりの推進と地域医療の充実

03：疾病予防と重症化予防の推進

01：「健都さぷり＋」プロジェクト

02:健康で生きがいを持てる暮らしの充実

計画コード

施策の大綱

基本施策

②
事
業
概
要

（
P

）

事業の必要性（経緯・背景等）

健康増進法第19条の2に基づき、健康増進事業
を実施し、市民の健康の保持・増進を図ることが
求められている。

直営

04：衛生費

一部委託 全部委託 補助等 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

部

課

予
算
科
目

会計 担当部署

健康福祉部
01：保健衛生費

01：保健衛生総務費

事業名

事業の対象（誰に、何に対して）

事業期間 主な根拠法令等 健康増進法、新たなｽﾃｰｼﾞに入ったがん検診の総合支援事業24

評価分類

款

項

目

事業の目的（どのような状態にしたいのか） 事業の内容（どのような取組を行うのか）

がん検診の受診促進を図るとともに、がん予防に
関する知識の普及及びがんの早期発見・早期治
療につなげ、市民の健康保持及び増進を図る。

胃・肺・大腸・乳・子宮・前立腺がん検診を個別検診及び集団検
診にて実施するほか、子宮がん検診については、一定年齢の対象
者に無料クーポン券等を配布し、受診に必要な検診費用の補助を
行うとともに、対象者に個別通知を行い、受診率の向上を図る。ま
た、中学3年生を対象に、希望者については学校健診時にピロリ菌
尿検査を実施し、胃がん予防を図る。

700千円 700千円 700千円

86,023千円

94,300千円 94,300千円

95,000千円 95,000千円

87,055千円

1,032千円

95,000千円

700千円

94,300千円

92,522千円

1,065千円

91,457千円

95,000千円

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度年度

決
算
額

事業費

国・県支出金

地方債

その他

一般財源

事業費

国・県支出金

地方債

その他

一般財源

計
画
額

活動実績

（計画通り実施できたか）

個別検診、集団検診、ピロリ菌尿検査に
ついて年度計画どおり検診を実施した。
検診事業開始時期に対象者へ検診受
診に関する個別通知を行い、胃がん、肺
がん、大腸がん検診未受診者に対して
は、ナッジ理論を用いた受診勧奨を行っ
た。また、乳がん検診未受診者、子宮が
ん検診クーポン券未利用者に対しても受
診勧奨を行った。

94,300千円

事業計画

○各種がん検診
○ピロリ菌検査
○市民への周知啓発
　・個別通知、クーポン券の送付

○各種がん検診
○ピロリ菌検査
○市民への周知啓発
　・個別通知、クーポン券の送付

○各種がん検診
○ピロリ菌検査
○市民への周知啓発
　・個別通知、クーポン券の送付

○各種がん検診
○ピロリ菌検査
○市民への周知啓発
　・個別通知、クーポン券の送付

予
算
額

①期間内事業費（R4-7） 380,000千円 ②期間外事業費（R8-） -  ①＋②総事業費 -



（令和４年度予算額の内訳）

事業の対象

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業展開

成果判定 A

継続（現状維持）

40歳以上（胃がん・肺がん・大腸がん）
30歳以上女性（乳がん）
20歳以上女性（子宮がん）
50歳以上男性（前立腺がん）
中学3年生（ピロリ菌尿検査）

がん検診の受診促進を図るとともに、がん予防に関す
る知識の普及及びがんの早期発見・早期治療につな
げ、市民の健康保持及び増進を図る。

事業の目的

8 10

⑤
成
果

（
Ｃ

）

A
十分な成果を得た

事業実施により得られた成果（誰に（何に）対してどのような効果があったか）

ナッジ理論を用いた個別通知や広報・HP等を利用して受診勧奨を行い、肺がん・
大腸がん検診の受診率は、目標値をクリアした。胃がん検診においても、目標値
は下回っているものの、昨年度に比べ受診者数が増加した。令和４年度は新たに
乳がん検診未受診者への受診勧奨を行い、受診者数の増加につなげた。ピロリ菌
尿検査については、市内在住の中学校３年生の希望者232名に実施した。１次除
菌治療費用助成は６名に行った。

④
指
標

（
Ｃ

） がん検診受診率（胃/肺/大腸がん）

説明等

広報・HP・CATV等でPRを行った回数

食生活改善推進協議会等の団体への啓発活動

国の指針に基づく国民健康保険被保険者の受診率
（胃がん50-69歳/肺がん40-69歳/大腸がん40-69歳）

市民への啓発活動

指標名

各組織・団体等への啓発活動数

（
再
掲

）

回

区分単位

4 6

令和4年度種別

活動

令和5年度 令和6年度

⑥
課
題

（
Ｃ

）

⑦
事
業
の
展
開

（
Ａ

）

事業の達成状況等を踏まえた課題事項

本事業の指標としている国保加入者における全体的な受診者数はコロナ禍以前の水準に回復し
つつあるが、国保加入者以外の現役世代など受診状況が把握できない層が多く、正確な現状把
握も難しい。また、現在は１次の受診申込については郵送のみとなっており、ニーズに応じた申込
方法の多様化や、受診行動の促進に関する検討も必要である。

方向性

改善・見直し内容

令和６年度以降で対応するもの令和５年度で対応する（した）もの

１次評価者

最終評価者

継続（現状維持） 現状どおり事業を継続する
【
履
歴

】

ナッジ理論を活用した効果的な受診勧奨を実
施する。また、集団検診について、受診者の負
担を減らすため申込用紙を郵便料金後納（無
償化）へ見直すとともに、一部の検診について、
インターネット予約の試験導入を行う。

インターネット予約の試験導入の状況や結果を
踏まえ、適用範囲の拡大の検討を行う。
また、他事業との連携を含め、幅広い層の受診
状況の把握方法の検討を行うとともに、受診率
向上に向けて、関係部署と連携しながら検診事
業の実施体制について検討する。

健康福祉部　健康政策課　健康づくりＧＬ　小坂　聡子

健康福祉部　健康政策課長　林　秀臣

成果

計画値

29.0/25.5/24.0 29.5./26.0/24.5 30.0/26.5/25.0 30.5/27.0/25.5
％

回
計画値

7

12

実績値

25.2/24.9/26.5

活動

計画値

実績値

実績値

前年度からの繰越額

当年度の最終予算額

次年度への繰越額

0千円

92,522千円

0千円

令和7年度

8

8

6

6


